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【これからの10年】

環日本海学会第11回学術研究大会が、2005年10

月1日(土)および2日(日)の2日間にわたって青

森県弘前市の弘前大学において開催された。今回

が青森県での初開催となる。これで大会開催都道

府県に青森が加わり、本州の日本海側の県で大会

が開催されていない県は、残すところ山形県・兵

庫県・山口県となった。

日本列島の中央から約600km、弘前は独自の津

軽文化の華を、この辺境の地で長きに渡って育ん

できた。その距離、四季の美しさと冬の厳しさ、

御岩木山の裾野に広がる平野・・ これらが、われ

われの誇る"文化の特殊性' の苗床である。しか

し、今回の大会では、この"距離"と交通の不便

さが大会実行委員会の最も心配するところとなっ

た。幸い、寝台特急日本海に揺られ、また飛行機

を乗り継いでまで、会員各位が積極的に参加くだ

さり活発な議論が行われ、その心配は杞憂に終わ

った。
今大会は、第10回記念大会(東洋大学)を受け、

学会設立後、新たな10年の1年目ということもあ

り、地域と学会そのものの今後をどう考えるか、

大会全体のコンセプトは将来構想に設定され

た。シンポジウム・分科パム・△ 。員総、ムム・エクスカ

ーションはこの統一コンセプトを基に組み立てら

中村 信 吾 ( 大会実行委員会委員長)

【第1日目:地域グランドデザイン】

初日は、将来の環日本海地域のグランドデザイ

ンを議論するために、「越境広域経営と地域主義」

と題して国際シンポジウムが開催された。このシ

ンポジウムは、今後、青森を含む北東アジア地域

がどのように発展していくのかの道筋を示す、国

際版「国土計画」に関する比較の試みである。

EUでは、既にこのグランドデザインが出来あか

り、これに基づいた地域開発が行われている。そ

れには、東西交通軸・エネルギー供給網・文化協

力など様々 な分野の開発が、1 つの青写真の下に

統合されている。シンポジウムは、北東アジア地

域協力グランドデザインと欧州地域協力グランド

デザインとを、それぞれの専門家を講師に迎え比

較検証する世界で初めての画期的なシンポジウム

であった。

2005年12月、マレーシアでASEAN + 3の東ア

ジアサミットの開催が予定されていたことも、

のシンポジウムが開催されるタイミングとして適
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切であったのだろう。「東アジア共同体」構想の
議論が高まる中、このシンポジウムは、両グラン

ドデザイン比較の意義の高さから、欧州委員会駐

日代表部により、「2005年日 ・EU市民交流年」

イベントに位置づけられた。地元メディア東奥日
報も、9 月に「環日本海学会早分かり』の8回連

載の特集を組み、シンポジウムと本学会の社会で

の役割を地域社会に理解してもらう契機となっ

シンポジウムの講師には、基調講演1として、

「ソーシャルガバナンス」著者で、北東アジアグ
ランドデザイン策定の中心的役割を担っている総

合研究開発機構(NIRA) 理事・法政大学大学院

政策科学研究科客員教授の澤井安勇氏にお越しい

ただき、北東アジアに関する最新の研究成果をお

話ししていただいた。さらに欧州からは、基調講
演2として、EUの開発グランドデザイン策定委
員会委員長の立場で、環北海地域グランドデザイ

ン「NorVision ー北海沿岸地域の越境広域経営の

展望」を立ち上げたフレミング・ソーナス氏(デ
ンマーク環境省、現EU地域政策ESPONユニット

コーディネーター)をお迎えし、欧州全体の地域

開発連携から環北海の問題まで広くお話ししてい

ただいた。

また、この2人に加え、パネリストに日本大学

教授佐渡友哲氏、昭和女子大学大学院志摩園子氏、

秋田経済法科大学教授千葉康弘氏、環日本海経済

研究所 (ERINA) 特別研究員の三橋郁雄氏、フ

アシリテーターに山形大学教授高橋和氏をお招き

し、パネルディスカッションが行われた。三橋氏

からは、輸送回廊のミッシングリンクについて、

千葉氏からは、地域の視点からそのニーズをどの

ようにくみ上げていくか、また財源調達の問題、

推進母体の問題、アクターの問題についての問題

提起があった。志摩氏からは、バルト地域の地域

協力の歴史的経緯と、そこから発展した現在の協

カ形態であるクロスポーダー・コーポレーション

の問題から地域に住む者が、「地域」をどのよう

に設定するかという問いが投げかけられ
た。また、

佐渡友氏からは、地域協力の理論的整理が行
われ、

「地域協力」は、経済的・政治的に波及効果
を持

っ概念であることが確認された。

シンポジウムの事前理解・事後の議論を深める

ための"キッドについても、新たな試みがなさ

れた。このシンポジウムに合わせて新潟地域総合

研究所の協力で「NorVisionー北海沿岸地域の越

境広域経営の展望」の日本語版翻訳が発行され、

シンポジウム討議資料として基調講演時に参加者

に配布された。さらに、このシンポジウムの議論

を記録し、参加できなかった方々 にも広く内容を

共有してもらい、今後の研究に資するため、弘前

大学出版会のカ添えで「サプリージョンから読み

解くEU・東アジア共同体ー欧州北海地域と北東

アジアの越境広域グランドデザイン比較」が議論

の成果として世に問われようとしている。

これまで、環日本海学会が、北東アジアの研究

のみにとどまらず、欧州地域の地域主義研究者を

も擁し、その先行事例にも目配りしながら"越境

協力の議論"を行ってきたことは刮目に値する。

このような素地があったからこそ、両地域のグラ
ンドデザイン比較が可能となったと言えよう。そ

れは、シンポジウムの司会を務めてくださった県
立新潟女子短期大学の若月章氏がその進行の中で

言及されたように、第3回研究大会( 1997年、島

根県・鳥取県)で検討された北東アジア・欧州の

両地域の越境協力" 個別プロジェクド 検証が、

8年の時を経て、グランドデザイン"に基づい
たプロジェクト設計の議論にまで進展しているこ
とでもわかる。このような比較のダイナミズムを、
研究大会での議論の蓄積から見ることができるの
もこの学会のカの1つである。

【第2日目: これからの学会の方向性】

2日目には、初日シンポジウムの討論を受けて、
北東アジアI 、北東アジアⅡ、自然・観光・地域、
地域協力の4つの分科会に分かれて議論が深めら
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れた(各分科会の詳細は、以下のページをご覧い

ただきたい)。すべての分科会報告が終了した段

階で、参加者全員が一会場に集まり、全体分科

会・会員総会として、座長・戸沼幸市会員のもと、

本学会の名称変更の是非について討議が行われ

た。名称問題の議論は、「環日本海学会っうしん」

に詳しく報告がなされているのでそちらに譲る
こでは、その討議の導入的基調講演の役割

を担っていただいた国立歴史民俗博物館の青山宏

夫氏のご講演に日本海"呼称問題について」に
触れておきたい。
青山氏の講演では、-日本海"の呼称を考えると
き、資料としての地図の種類と数だけの議論では
なく、その影響力を考慮するべきである点が示さ
れた。さらに、古くは、中国の地図には海洋に名
前がないことの指摘に続いて、ヨーロッパ伝来の
地図から海洋の名前がつきはじめている点の指摘
があった。また、本州が起き上がる形になる空
間認識の変化"によって初めて日本海が閉鎖海域
となり、縁海として認識され始めたことが提起さ
れた。この地域の将来、そして学会の将来のアイ
デンティティを考えるとき、過去に思いをいたら
すことの意義を再認識させられる講演であった。

【第3日目:特殊を知る】

最終日のェクスカーションでは、2日間の将来
構想の議論を、現在・未来に留めるのではなく、

さらに歴史・文化・特産~ と軸足を広げ、現在
・

未来を過去からの連続として認識でき
るよう、

の陸奥を体感していただくことを企画した。
工ク

スカーションへはバスをチャーターするに十分な

人数のご参加をいただくことができた。

朝、7 時に集合していただき、まず、弘前中央

青果のりんごの競りを見学した。日本で流通す

るりんごの内、5個に1個はこの市場を経由する。

当日の上場りんご箱数は14 , 830箱で主な品種は

「ふじ」「サン津軽」などであった。こ'では、弘

果総合研究開発味担当者から、りんご市場として

は全国初のトレーサビリティ導入についてのレク

チャーを受け、消費者に向けての取り組みが紹介

された。その後、津軽氏の居城であった弘前城、

津軽ねぶた村での津軽三味線演奏を見学、三内丸

山遺跡でまほろばの里を堪能いただいた。

【弘前開催の意義】

「欧州グランドデザインの蓄積」と「北東アジ
アグランドデザインの今後」が初めて出会う歴史
的な場が、青森県であ。たことは、国境を越えた
地域協力を考える意味からも、大変貴重なことで
ある。地域外からは、青森は、いわゆる「辺境の
地」「積雪寒冷地帯」と0、うイメージだけで語ら
れるきら0、がある。しかし、それだけでなく、青
森は、

原発、

国際海峡である津軽海峡を有し、六 所村
三沢基地など国家の政策上、重要な施設を



86 第 11回研究大会 ( 弘前大学)の概要

擁している。また、青森空港からはハバロフス

ク・ソウルへの直行便も運行され、航空自衛隊車

力分屯基地(つがる市)には、ミサイル防衛構想

の一環としてXバンドレーダーの配備が検討され

るなど、この環日本海地域でも戦略的重要性を担

っている。
282 年に青森市は「北方都市会議」の開催をホ

ストし、雪の利用"や-寒冷地"などをイッシ
ューとして提示した。国家を超えた自治体連携を

イッシューから模索する1つの試みとして評価で

きよう。また、モンゴルと農業技術協力を進め、

国家レベルと村レベルの行為体のクロス協力の貴

重な先行事例である車カ村(現つがる市)もある。

新しき時代のモデル構築への一歩を踏み出したシ

ンポジウムを、このような地域の交流の蓄積と、

豊かな自然に恵まれた世界遺産のブナ原生林を有

し、美しい日本海に面する津軽において開催でき

たことは意義深い。また、そこに生活の基盤を持

つものとしては誇らしくも思う。21世紀の世界規

模の課題は時を待たないし場所を選ぶ余裕はな

い。このような21世紀の課題解決に対応するため

に地域社会の多様性構築を目指す必要があろう。

最後に、このような意義ある大会を成功に導い

てくれた講師、学会関係各位、出会いの場を提供

してくれた弘前大学に第11回学術研究大会実行委

員会を代表して謝意を表したい。
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